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中
井
真
孝
教
授
略
歴
お
よ
び
著
作
目
録
略
歴
昭
和
十
八
年
五
月
滋
賀
県
甲
賀
郡
石
部
町
に
生
ま
れ
る
（
学
歴
）
昭
和
四
十
二
年
三
月
京
都
府
立
大
学
文
家
政
学
部
文
学
科
卒
業
昭
和
四
十
七
年
三
月
大
阪
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
課
程
国
史
学
専
攻
満
期
退
学
平
成
三
年
三
月
文
学
博
士
学
位
取
得
（
佛
教
大
学
）
（
職
歴
）
昭
和
四
十
三
年
四
月
東
山
高
等
学
校
講
師
昭
和
四
十
五
年
七
月
浄
土
宗
総
本
山
知
恩
院
史
料
編
纂
所
所
員
昭
和
四
十
六
年
四
月
華
頂
短
期
大
学
講
師
昭
和
四
十
七
年
四
月
佛
教
大
学
講
師
昭
和
四
十
九
年
十
月
佛
教
大
学
専
任
講
師
昭
和
五
十
年
五
月
浄
土
宗
長
香
寺
住
職
昭
和
五
十
三
年
四
月
佛
教
大
学
助
教
授
昭
和
六
十
年
四
月
佛
教
大
学
教
授
平
成
元
年
四
月
佛
教
大
学
学
生
部
長
平
成
三
年
四
月
佛
教
大
学
教
務
部
長
平
成
七
年
四
月
佛
教
大
学
事
務
局
長
六
中
井
真
孝
教
授
略
歴
お
よ
び
著
作
目
録
平
成
九
年
四
月
佛
教
大
学
副
学
長
平
成
九
年
四
月
佛
教
大
学
通
信
教
育
部
長
平
成
十
一
年
四
月
佛
教
大
学
学
長
平
成
十
三
年
七
月
社
会
福
祉
法
人
和
順
共
生
会
理
事
長
平
成
十
五
年
十
一
月
佛
教
史
学
会
会
長
平
成
十
七
年
四
月
華
頂
女
子
中
学
高
等
学
校
校
長
平
成
二
十
三
年
十
一
月
学
校
法
人
佛
教
教
育
学
園
理
事
長
平
成
二
十
四
年
十
月
浄
土
宗
大
栄
寺
住
職
（
受
賞
）
昭
和
五
十
二
年
五
月
朝
日
学
術
奨
励
賞
（
共
同
研
究
）
平
成
四
年
六
月
浄
土
宗
学
術
賞
著
作
目
録
【
著
書
】
『
日
本
古
代
の
仏
教
と
民
衆
』
評
論
社
昭
和
四
十
八
年
『
京
都
浄
土
宗
寺
院
文
書
』（
共
編
著
）
同
朋
舎
出
版
昭
和
五
十
五
年
『
日
本
名
僧
論
集
第
一
巻
行
基
・
鑑
真
』（
共
編
著
）
吉
川
弘
文
館
昭
和
五
十
八
年
『
図
説
日
本
仏
教
の
世
界
第
二
巻
鎮
護
国
家
と
呪
術
』（
共
著
）
集
英
社
平
成
元
年
『
日
本
古
代
仏
教
制
度
史
の
研
究
』
法
蔵
館
平
成
三
年
七
佛
教
大
学
歴
史
学
部
論
集
第
四
号
（
二
〇
一
四
年
三
月
）
『
行
基
と
古
代
仏
教
』
永
田
文
昌
堂
平
成
三
年
『
奈
良
時
代
の
政
治
（
日
本
古
代
史
研
究
）』
佛
教
大
学
平
成
四
年
『
朝
鮮
と
日
本
の
古
代
仏
教
』
東
方
出
版
平
成
六
年
『
法
然
伝
と
浄
土
宗
史
の
研
究
』
思
文
閣
出
版
平
成
六
年
『
論
集
奈
良
仏
教
第
五
巻
奈
良
仏
教
と
東
ア
ジ
ア
』（
編
著
）
雄
山
閣
出
版
平
成
七
年
『
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
・
ニ
ヤ
遺
跡
の
謎
』（
共
編
著
）
東
方
出
版
平
成
十
四
年
『
読
史
余
語
』
私
家
版
平
成
十
五
年
『
日
本
の
名
僧
第
七
巻
念
仏
の
聖
者
法
然
』（
編
著
）
吉
川
弘
文
館
平
成
十
六
年
『
佛
教
大
学
鷹
陵
文
化
叢
書
第
十
二
巻
法
然
絵
伝
を
読
む
』
思
文
閣
出
版
平
成
十
七
年
『
法
然
上
人
絵
伝
集
成
第
一
巻
本
朝
祖
師
伝
記
絵
詞
（
善
導
寺
蔵
）』（
監
修
）
浄
土
宗
平
成
二
十
年
『
法
然
上
人
絵
伝
集
成
第
二
巻
法
然
上
人
伝
絵
詞
（
妙
定
院
蔵
）』（
監
修
）
浄
土
宗
平
成
二
十
年
『
法
然
上
人
絵
伝
集
成
第
三
巻
拾
遺
古
徳
伝
絵
（
常
福
寺
蔵
）』（
監
修
）
浄
土
宗
平
成
二
十
一
年
『
絵
伝
に
み
る
法
然
上
人
の
生
涯
』
法
蔵
館
平
成
二
十
三
年
『
新
訂
法
然
上
人
絵
伝
』（
校
注
）
思
文
閣
出
版
平
成
二
十
四
年
『
法
然
上
人
絵
伝
の
研
究
』
思
文
閣
出
版
平
成
二
十
五
年
【
学
術
論
文
】
○
昭
和
四
十
四
年
推
古
朝
に
お
け
る
仏
教
統
制
機
関
成
立
の
史
的
背
景
東
山
学
園
研
究
紀
要
（
東
山
学
園
学
芸
研
究
所
）
第
十
四
集
○
古
代
僧
官
考
特
に
十
師
に
つ
い
て
佛
教
論
叢
（
浄
土
宗
教
学
院
）
第
十
三
号
○
昭
和
四
十
五
年
仏
教
公
伝
に
つ
い
て
の
覚
書
続
日
本
紀
研
究
（
続
日
本
紀
研
究
会
）
第
百
四
十
六
・
百
四
十
七
号
八
中
井
真
孝
教
授
略
歴
お
よ
び
著
作
目
録
官
稲
出
挙
の
系
譜
と
そ
の
類
型
京
都
府
私
学
研
究
論
集
（
京
都
府
総
務
部
文
教
課
）
第
八
号
寺
封
の
成
立
に
つ
い
て
佛
教
論
叢
第
十
四
号
七
世
紀
後
半
の
国
家
と
仏
教
ヒ
ス
ト
リ
ア
（
大
阪
歴
史
学
会
）
第
五
十
五
号
○
古
代
国
家
と
神
祇
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
大
会
・
岡
田
報
告
に
よ
せ
て
歴
史
学
研
究
（
歴
史
学
研
究
会
編
）
第
三
百
六
十
三
号
僧
尼
令
・
准
格
律
条
に
つ
い
て
律
令
的
官
僧
身
分
の
規
定
ヒ
ス
ト
リ
ア
第
五
十
六
号
○
○
昭
和
四
十
六
年
新
羅
浄
土
信
仰
に
つ
い
て
佛
教
論
叢
第
十
五
号
△
愚
管
抄
に
つ
い
て
の
若
干
の
思
想
的
問
題
東
山
学
園
研
究
紀
要
第
十
六
集
＊
新
羅
に
お
け
る
仏
教
統
制
機
関
に
つ
い
て
特
に
そ
の
初
期
に
関
し
て
朝
鮮
学
報
（
朝
鮮
学
会
）
第
五
十
九
輯
○
大
化
元
年
八
月
癸
卯
詔
を
め
ぐ
る
諸
問
題
佛
教
史
学
研
究
（
佛
教
史
学
会
）
第
十
五
巻
第
一
号
○
○
昭
和
四
十
八
年
中
世
後
期
・
近
世
初
頭
の
知
恩
院
と
京
都
門
中
佛
教
文
化
研
究
（
浄
土
宗
教
学
院
）
第
十
九
号
＊
京
都
十
九
箇
寺
考
佛
教
論
叢
第
十
七
号
道
明
寺
記
に
つ
い
て
人
文
学
論
集
（
佛
教
大
学
文
学
部
学
会
）
第
七
号
摂
津
国
正
税
帳
に
つ
い
て
『
史
学
仏
教
学
論
集
』（
藤
原
弘
道
先
生
古
稀
記
念
会
編
）
○
昭
和
四
十
九
年
貞
安
上
人
管
見
『
浄
全
月
報
』
第
三
十
八
号
（
浄
土
宗
開
宗
八
百
年
記
念
慶
讃
準
備
局
）
＊
京
畿
浄
土
宗
寺
院
遺
文
（
共
編
）
佛
教
大
学
研
究
紀
要
（
佛
教
大
学
学
会
）
第
五
十
八
号
古
代
に
お
け
る
救
済
と
そ
の
論
理『
日
本
宗
教
史
研
究
四
救
済
と
そ
の
論
理
』（
日
本
宗
教
史
研
究
会
編
法
蔵
館
）
古
代
に
お
け
る
共
同
体
と
仏
教
『
日
本
宗
教
史
研
究
五
共
同
体
と
宗
教
』（
日
本
宗
教
史
研
究
会
編
法
蔵
館
）
○
九
佛
教
大
学
歴
史
学
部
論
集
第
四
号
（
二
〇
一
四
年
三
月
）
新
羅
に
お
け
る
仏
教
統
制
機
関
に
つ
い
て
特
に
そ
の
初
期
に
関
し
て
（
再
録
）
『
古
代
の
朝
鮮
』（
旗
田
巍
・
井
上
秀
雄
編
学
生
社
）
○
○
昭
和
五
十
年
京
畿
浄
土
宗
寺
院
遺
文
二
（
共
編
）
佛
教
大
学
研
究
紀
要
第
五
十
九
号
仏
教
東
漸
と
国
際
関
係
『
日
本
史
論
集
』（
時
野
谷
勝
先
生
退
官
記
念
事
業
会
編
清
文
堂
出
版
）
○
古
代
仏
教
史
論
『
日
本
史
を
学
ぶ
第
一
巻
原
始
・
古
代
』（
吉
田
晶
編
有
斐
閣
）
○
三
論
宗
・
摂
論
宗
の
伝
来
に
つ
い
て
韓
国
宗
教
（
韓
国
圓
光
大
学
校
宗
教
問
題
研
究
編
）
第
二
輯
上
代
仏
教
の
信
仰
形
態
宗
教
（
教
育
新
潮
社
）
第
十
三
巻
第
九
号
△
浄
福
寺
管
見
そ
の
古
代
・
中
世
佛
教
論
叢
第
十
九
号
＊
○
昭
和
五
十
一
年
僧
尼
令
に
お
け
る
犯
罪
と
刑
罰
『
古
代
国
家
の
形
成
と
展
開
』（
大
阪
大
学
史
学
会
編
吉
川
弘
文
館
）
○
増
上
寺
堂
舎
造
営
に
関
す
る
一
史
料
鷹
陵
史
学
（
佛
教
大
学
歴
史
研
究
所
）
第
二
号
＊
中
世
の
浄
華
院
に
つ
い
て
佛
教
文
化
研
究
第
二
十
二
号
＊
『
延
暦
僧
録
』
聖
武
天
皇
伝
と
国
分
寺
建
立『日
本
宗
教
の
歴
史
と
民
俗
』（
竹
田
聴
洲
博
士
還
暦
記
念
会
編
隆
文
館
）
○
定
額
寺
私
考
『
日
本
宗
教
史
論
集
上
巻
』（
笠
原
一
男
博
士
還
暦
記
念
会
編
吉
川
弘
文
館
）
○
○
昭
和
五
十
二
年
平
城
朝
の
仏
教
政
策
鷹
陵
史
学
第
三
・
四
号
○
○
昭
和
五
十
三
年
浄
土
宗
寺
院
古
文
書
纂
（
共
編
）
佛
教
大
学
研
究
紀
要
第
六
十
二
号
知
恩
院
の
京
都
門
中
に
つ
い
て
法
然
学
会
論
叢
（
法
然
学
会
）
第
二
号
＊
道
慈
の
律
師
辞
任
に
つ
い
て
続
日
本
紀
研
究
第
二
百
号
◇
○
昭
和
五
十
四
年
一
〇
中
井
真
孝
教
授
略
歴
お
よ
び
著
作
目
録
仏
教
伝
来
と
朝
鮮
三
国
東
洋
学
術
研
究
（
東
洋
哲
学
研
究
所
）
第
十
八
巻
第
二
号
△
浄
土
宗
寺
院
古
文
書
纂
二
（
共
編
）
佛
教
大
学
研
究
紀
要
第
六
十
三
号
善
導
大
師
と
留
学
僧
道
昭
浄
土
（
法
然
上
人
鑚
仰
會
）
第
四
十
五
巻
第
九
号
△
○
昭
和
五
十
五
年
経
疏
目
録
類
よ
り
見
た
る
善
導
著
述
の
流
布
状
況
『
善
導
大
師
研
究
』（
藤
堂
恭
俊
編
山
喜
房
佛
書
林
）
＊
奈
良
時
代
の
僧
綱
『
日
本
古
代
の
国
家
と
宗
教
上
巻
』（
井
上
薫
教
授
退
官
記
念
会
吉
川
弘
文
館
）
○
神
仏
習
合
『
講
座
日
本
の
古
代
信
仰
第
一
巻
神
々
の
思
想
』（
上
田
正
昭
編
学
生
社
）
○
浄
土
宗
の
本
末
関
係
近
世
仏
教
（
近
世
仏
教
研
究
会
）
第
四
巻
第
四
号
＊
○
昭
和
五
十
六
年
知
識
の
人
々
『
図
説
日
本
仏
教
史
第
一
巻
仏
教
と
の
出
会
い
』（
高
取
正
男
・
赤
井
達
郎
・
藤
井
学
編
法
蔵
館
）
天
平
貴
族
の
写
経
同
朋
（
同
朋
舎
）
第
三
十
六
号
☆
公
伝
と
私
伝
司
馬
氏
三
代
歴
史
公
論
ブ
ッ
ク
ス
二
（
雄
山
閣
出
版
）
△
○
昭
和
五
十
七
年
平
安
初
期
の
国
分
寺
制
鷹
陵
史
学
第
八
号
○
法
然
浄
土
教
の
世
界
歴
史
・
教
義
・
宗
教
佛
教
論
叢
第
二
十
六
号
崇
光
院
と
入
江
殿
『
日
本
宗
教
社
会
史
論
叢
』（
水
野
恭
一
郎
先
生
頌
寿
記
念
会
編
国
書
刊
行
会
）
＊
○
昭
和
五
十
八
年
神
仏
習
合
の
形
式
と
発
展
季
刊
日
本
学
（
名
著
刊
行
会
）
第
一
号
☆
青
丹
よ
し
都
の
官
寺
『
日
本
人
の
仏
教
第
九
巻
寺
院
の
歴
史
と
伝
統
』（
中
尾
堯
編
東
京
書
籍
）
☆
山
林
修
行
山
岳
寺
院
『
日
本
人
の
仏
教
第
九
巻
寺
院
の
歴
史
と
伝
統
』（
中
尾
堯
編
東
京
書
籍
）
☆
現
世
の
祈
り
祈
禱
寺
院
『
日
本
人
の
仏
教
第
九
巻
寺
院
の
歴
史
と
伝
統
』（
中
尾
堯
編
東
京
書
籍
）
○
昭
和
五
十
九
年
一
一
佛
教
大
学
歴
史
学
部
論
集
第
四
号
（
二
〇
一
四
年
三
月
）
『
源
空
聖
人
私
日
記
』
の
成
立
に
つ
い
て
佛
教
文
化
研
究
第
二
十
九
号
＊
専
修
念
仏
停
止
と
法
然
上
人
伝
『
法
然
浄
土
教
の
総
合
的
研
究
』（
大
正
大
学
・
佛
教
大
学
共
編
山
喜
房
佛
書
林
）
＊
天
台
・
真
言
の
古
寺
『
京
都
千
年
第
二
巻
寺
と
社
古
寺
社
へ
の
道
』（
赤
井
達
郎
編
講
談
社
）
僧
尼
令
に
つ
い
て
歴
史
公
論
第
十
巻
第
七
号
☆
仏
教
文
化
の
展
開
『
日
本
歴
史
大
系
第
一
巻
原
始
・
古
代
』（
井
上
光
貞
ほ
か
編
山
川
出
版
社
）
○
奈
良
仏
教
『
日
本
歴
史
大
系
第
一
巻
原
始
・
古
代
』（
井
上
光
貞
ほ
か
編
山
川
出
版
社
）
七
世
紀
の
日
韓
仏
教
交
渉
馬
韓
・
百
濟
文
化
（
圓
光
大
學
校
馬
韓
・
百
濟
文
化
研
究
所
）
第
七
輯
△
隆
寛
作
「
法
然
上
人
伝
」
に
関
す
る
若
干
の
問
題
特
に
浄
華
院
と
一
枚
起
請
文
を
め
ぐ
っ
て
人
文
学
論
集
第
十
八
号
＊
○
昭
和
六
十
年
中
世
後
期
・
近
世
初
頭
の
知
恩
院
と
京
都
門
中
（
再
録
）
『
日
本
仏
教
宗
教
史
論
集
第
五
巻
法
然
上
人
と
浄
土
宗
』（
伊
藤
唯
真
・
玉
山
成
元
編
吉
川
弘
文
館
）
＊
「
法
然
学
」
の
提
唱
・
史
学
の
立
場
か
ら
法
然
学
会
論
叢
第
五
号
平
城
京
の
仏
教
『
古
代
を
考
え
る
奈
良
』（
直
木
孝
次
郎
編
吉
川
弘
文
館
）
☆
○
昭
和
六
十
一
年
本
朝
祖
師
伝
記
絵
詞
と
一
期
物
語
佛
教
大
学
研
究
紀
要
第
七
十
号
＊
朝
鮮
仏
教
の
歴
史
的
展
開
『
仏
教
流
伝
と
変
容
下
』（
前
田
恵
学
・
宮
坂
宥
勝
編
大
阪
書
籍
）
△
奈
良
時
代
の
得
度
制
度
『
論
集
日
本
仏
教
史
第
二
巻
奈
良
時
代
』（
速
水
侑
編
雄
山
閣
出
版
）
○
法
然
伝
成
立
を
め
ぐ
る
問
題
特
に
本
朝
祖
師
伝
記
絵
詞
と
一
期
物
語
を
比
較
し
て
佛
教
論
叢
第
三
十
号
知
恩
院
「
二
十
七
世
」
燈
誉
上
人
管
見
特
に
紫
衣
被
着
に
関
し
て
鷹
陵
史
学
第
十
二
号
＊
○
昭
和
六
十
二
年
行
基
の
伝
道
と
社
会
事
業
季
刊
日
本
学
第
九
号
☆
○
昭
和
六
十
三
年
一
二
中
井
真
孝
教
授
略
歴
お
よ
び
著
作
目
録
菩
薩
行
と
社
会
事
業
『
大
系
仏
教
と
日
本
人
第
十
巻
民
衆
と
社
会
』（
村
上
重
良
編
春
秋
社
）
☆
大
仏
建
立
と
国
分
寺
『
加
茂
町
史
第
一
巻
古
代
中
世
編
』（
加
茂
町
史
編
さ
ん
委
員
会
編
京
都
府
加
茂
町
）
☆
難
波
と
仏
教
『
新
修
大
阪
市
史
第
一
巻
地
理
・
考
古
・
古
代
』（
新
修
大
阪
市
史
編
纂
委
員
会
編
大
阪
市
）
☆
古
代
日
本
に
お
け
る
高
句
麗
佛
教
の
受
容
韓
国
宗
教
第
十
三
号
醍
醐
本
『
法
然
上
人
伝
記
』
の
『
別
伝
記
』
に
つ
い
て
『
浄
土
宗
典
籍
研
究
』（
藤
堂
恭
俊
博
士
古
稀
記
念
会
編
同
朋
舎
出
版
）
＊
○
平
成
元
年
道
昭
・
行
基
と
そ
の
集
団
『
図
説
日
本
仏
教
の
世
界
第
二
巻
鎮
護
国
家
と
呪
術
』（
共
著
集
英
社
）
☆
御
霊
会
と
祭
り
『
図
説
日
本
仏
教
の
世
界
第
二
巻
鎮
護
国
家
と
呪
術
』（
共
著
集
英
社
）
☆
奈
良
時
代
の
石
部
『
新
修
石
部
町
史
通
史
篇
』（『
新
修
石
部
町
史
』
編
さ
ん
委
員
会
編
滋
賀
県
石
部
町
）
○
平
成
二
年
道
鏡
と
河
内
『
大
阪
府
史
第
二
巻
古
代
編
二
』（
大
阪
府
史
編
集
専
門
委
員
会
編
大
阪
府
）
☆
貴
族
と
仏
教
学
的
教
養
『
奈
良
市
史
通
史
一
』（
奈
良
市
史
編
集
審
議
会
編
吉
川
弘
文
館
）
☆
○
平
成
三
年
僧
尼
令
の
法
的
起
源
『
中
国
史
と
西
洋
世
界
の
展
開
』（
新
野
直
吉
・
諸
戸
立
雄
両
教
授
退
官
記
念
会
編
み
し
ま
書
房
）
◎
浄
土
宗
寺
院
成
立
論
『
浄
土
教
文
化
論
』（
浄
土
宗
総
合
研
究
所
編
浄
土
宗
出
版
室
）
＊
平
安
初
期
の
神
仏
関
係
『
律
令
制
祭
祀
論
考
』（
菊
池
康
明
編
塙
書
房
）
◎
○
平
成
四
年
古
代
の
五
個
荘
『
五
個
荘
町
史
第
一
巻
古
代
・
中
世
』（
五
個
荘
町
史
編
さ
ん
委
員
会
編
滋
賀
県
五
個
荘
町
）
○
平
成
五
年
仏
教
の
伝
来
『
日
本
歴
史
館
』（
小
学
館
編
小
学
館
）
聖
武
天
皇
と
国
分
寺
『
日
本
歴
史
館
』（
小
学
館
編
小
学
館
）
一
三
佛
教
大
学
歴
史
学
部
論
集
第
四
号
（
二
〇
一
四
年
三
月
）
薬
師
寺
と
唐
招
提
寺
『
日
本
歴
史
館
』（
小
学
館
編
小
学
館
）
○
平
成
六
年
祇
園
社
の
創
祀
と
牛
頭
天
王
今
堀
太
逸
氏
の
所
論
に
よ
せ
て鷹
陵
史
学
（
佛
教
大
学
鷹
陵
史
学
会
）
第
十
九
号
◎
○
平
成
十
年
藤
原
頼
長
の
百
万
遍
念
仏
『
仏
教
福
祉
・
仏
教
教
化
研
究
』（
水
谷
幸
正
先
生
古
稀
記
念
会
編
思
文
閣
出
版
）
◎
○
平
成
十
一
年
念
仏
結
社
の
展
開
と
百
万
遍
念
仏
『
日
本
仏
教
の
史
的
展
開
』（
薗
田
香
融
編
塙
書
房
）
◎
○
平
成
十
四
年
甲
賀
宮
・
甲
賀
寺
と
近
江
国
分
寺
『
日
本
仏
教
の
形
成
と
展
開
』（
伊
藤
唯
真
編
法
蔵
館
）
◎
○
平
成
十
六
年
法
然
諸
伝
に
見
え
る
遊
女
教
化
譚『
仏
教
思
想
の
受
容
と
展
開
』（
宮
林
昭
彦
教
授
古
稀
記
念
会
編
山
喜
房
佛
書
林
）
◎
共
生
と
教
育
・
福
祉
『
佛
教
と
人
間
社
会
の
研
究
』（
朝
枝
善
照
先
生
華
甲
記
念
論
文
集
刊
行
会
編
永
田
文
昌
堂
）
『
法
然
上
人
行
状
絵
図
』
成
立
私
考
『
東
洋
の
歴
史
と
文
化
』（
佐
藤
成
順
博
士
古
稀
記
念
論
文
集
刊
行
会
編
山
喜
房
佛
書
林
）
◎
法
然
伝
の
系
譜
『
日
本
の
名
僧
第
七
巻
念
仏
の
聖
者
法
然
』（
編
著
吉
川
弘
文
館
）
◎
法
然
像
の
現
代
化
『
日
本
の
名
僧
第
七
巻
念
仏
の
聖
者
法
然
』（
編
著
吉
川
弘
文
館
）
◎
『
法
然
上
人
行
状
絵
図
』
と
『
法
然
上
人
伝
記
』（
九
巻
伝
）
『
浄
土
学
佛
教
学
論
叢
』（
髙
橋
弘
次
先
生
古
稀
記
念
会
事
務
局
編
山
喜
房
佛
書
林
）
◎
○
平
成
十
八
年
『
伝
法
絵
』
の
善
導
寺
本
と
国
華
本
佛
教
大
学
ア
ジ
ア
宗
教
文
化
情
報
研
究
所
紀
要
（
佛
教
大
学
ア
ジ
ア
宗
教
文
化
情
報
研
究
所
）
第
二
号
◎
一
四
中
井
真
孝
教
授
略
歴
お
よ
び
著
作
目
録
○
平
成
十
九
年
『
伝
法
絵
』（『
本
朝
祖
師
伝
記
絵
詞
』）
の
作
者
と
成
立
『
善
導
寺
蔵
『
本
朝
祖
師
伝
記
絵
詞
』
本
文
と
研
究
』（
佛
教
大
学
ア
ジ
ア
宗
教
文
化
情
報
研
究
所
）
◎
○
平
成
二
十
年
『
法
然
上
人
伝
絵
詞
』（
琳
阿
本
）
に
つ
い
て
『
妙
定
院
蔵
『
法
然
上
人
伝
絵
詞
』
本
文
と
研
究
』（
佛
教
大
学
ア
ジ
ア
宗
教
文
化
情
報
研
究
所
）
◎
○
平
成
二
十
一
年
古
代
豪
族
と
律
令
国
家
『
愛
東
の
歴
史
第
二
巻
本
文
編
』（
東
近
江
市
史
・
愛
東
の
歴
史
編
集
委
員
会
編
）
『
拾
遺
古
徳
伝
絵
』
に
つ
い
て『常
福
寺
蔵
『
拾
遺
古
徳
伝
絵
』
本
文
と
研
究
』（
佛
教
大
学
宗
教
文
化
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
）
◎
○
平
成
二
十
二
年
『
法
然
上
人
伝
記
』（
九
巻
伝
）
の
成
立
佛
教
大
学
宗
教
文
化
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
研
究
紀
要
（
佛
教
大
学
宗
教
文
化
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
）
第
六
号
◎
○
平
成
二
十
三
年
法
然
上
人
絵
伝
の
系
譜
『
別
冊
太
陽
日
本
の
こ
こ
ろ
』
百
七
十
八
（
平
凡
社
）
『
法
然
上
人
絵
伝
』
の
成
立
に
つ
い
て
佛
教
論
叢
第
五
十
五
号
◎
『
法
然
聖
人
絵
』（
弘
願
本
）
に
つ
い
て
佛
教
大
学
宗
教
文
化
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
研
究
紀
要
第
七
号
◎
光
明
皇
后
立
后
を
め
ぐ
る
政
治
状
況
『
歴
史
を
学
ぶ
歴
史
に
学
ぶ
』（
佛
教
大
学
歴
史
学
部
編
佛
教
大
学
）
○
平
成
二
十
四
年
『
新
訂
法
然
上
人
絵
伝
』
解
題
『
新
訂
法
然
上
人
絵
伝
』（
佛
教
大
学
宗
教
文
化
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
）
◎
勅
修
御
伝
所
収
の
太
政
官
符
に
つ
い
て『
歴
史
と
仏
教
』（
宇
高
良
哲
先
生
古
稀
記
念
論
文
集
刊
行
会
編
文
化
書
院
）
◎
一
五
佛
教
大
学
歴
史
学
部
論
集
第
四
号
（
二
〇
一
四
年
三
月
）
﹇
凡
例
﹈
○
印
は
『
日
本
古
代
仏
教
制
度
史
の
研
究
』（
法
蔵
館
・
平
成
三
年
）
に
収
録
☆
印
は
『
行
基
と
古
代
仏
教
』（
永
田
文
昌
堂
・
平
成
三
年
）
に
収
録
△
印
は
『
朝
鮮
と
日
本
の
古
代
仏
教
』（
東
方
出
版
・
平
成
六
年
）
に
収
録
＊
印
は
『
法
然
伝
と
浄
土
宗
史
の
研
究
』（
思
文
閣
出
版
・
平
成
六
年
）
に
収
録
◇
印
は
『
読
史
余
語
』（
私
家
版
・
平
成
十
五
年
）
に
収
録
◎
印
は
『
法
然
上
人
絵
伝
の
研
究
』（
思
文
閣
出
版
・
平
成
二
十
五
年
）
に
収
録
こ
の
「
中
井
真
孝
教
授
略
歴
お
よ
び
著
作
目
録
」
は
平
成
二
十
五
年
九
月
三
十
日
発
行
の
「
中
井
真
孝
先
生
略
歴
お
よ
び
著
作
目
録
」（
佛
教
大
学
附
属
図
書
館
業
務
部
長
松
島
吉
和
編
）
か
ら
部
分
転
載
し
た
も
の
で
す
。
一
六
中
井
真
孝
教
授
略
歴
お
よ
び
著
作
目
録
